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〇現在実施している又は今後実施予定の取組 

鯨肉を使った料理は現在も学校給食に提供されており、2022年度には延べ約 5400校

の小中学校等で採用されています。これらの学校給食では鯨の食材代の３分の２が助

成されています。これまで助成の対象は原料に限定され、お刺身用の上級肉を提供し

ても揚げ物として調理されることが多く、揚げ時間が長いせいで肉が固くなって鯨肉

本来の美味しさが損なわれることを危惧していました。 

 しかし最近ようやく助成の対象が加工品にも適用されることが認められ、誰でも簡

単に美味しく調理ができるようなレトルトを開発し、学校給食に提供する取り組みを

はじめています。 

 学校給食は将来の鯨肉需要を維持拡大する上でたいへん重要な次世代による喫食

機会であり、将来の鯨肉市場を維持していく上で重要な施策として取り組んでまい

ります。 

 

 


